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主体的な学び

学ぶことに興味や関心をもち、キャリア形成の方向性と関連付けながら、見通しを持って

粘り強く取り組み、自己の学習活動を振り返って次につなげる

対話的な学び

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手掛かりに 考えること

等を通じ、自己の考えを広げ深める

深い学び

習得・活用・探求という学びの課程の中で、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」

を働かせながら、知識を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形
成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向
かう

【主体的・対話的で深い学び】

授業
改善

学習指導要領 総則 第３

学習指導要領 総則 第４

教育課程の実施と学習評価

児童（生徒）の発達の支援

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）
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評価規準

知識・技能
思考・判断・表現

主体的に学習に
取り組む態度知識 技能

①陸上競技の各種目で用い
られる技術の名称があり、
それぞれの技術には、記録
の向上につながる重要な動
きのポイントがあることに
ついて、言ったり書き出し
たりしている。

②自己の動きや仲間の動き
方を分析するには、自己観
察や他者観察などの方法が
あることについて、言った
り書き出したりしている。

①リズミカルに腕を振り、
力みのないフォームで軽快
に走ることができる。

②呼吸を楽にしたり、走り
のリズムを作ったりする呼
吸法を取り入れて走ること
ができる。

③自己の体力や技能の程度
に合ったペースを維持して
走ることができる。

①長距離走について、合理的
な動きと自己や仲間の動きを
比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に
伝えている。

②体力や技能の程度、性別等
の違いに配慮して、仲間とと
もに陸上競技を楽しむための
活動の方法や修正の仕方を見
付けている。

③陸上競技の学習成果を踏ま
えて、自己に適した「する、
みる、支える、知る」などの
運動を継続して楽しむための
関わり方を見付けている。

①一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとし
ている。

②健康・安全を確保している。



体の動かし方や行い方

体力や健康・安全

運動実践に
つながる態度

生涯スポーツの設計

指導内容の重点化（思考力、判断力、表現力等） 陸上競技を抜粋

実践発表における「思考力・判断力・表現力等」の指導内容



思考力、判断力、表現力等の系統性（指導内容の明確化）



単元のデザインについて

思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

①長距離走について、合理的
な動きと自己や仲間の動きを
比較して、成果や改善すべき
ポイントとその理由を仲間に
伝えている。

②体力や技能の程度、性別等
の違いに配慮して、仲間とと
もに陸上競技を楽しむための
活動の方法や修正の仕方を見
付けている。

③陸上競技の学習成果を踏ま
えて、自己に適した「する、
みる、支える、知る」などの
運動を継続して楽しむための
関わり方を見付けている。

①一人一人の違いに応じた課
題や挑戦を大切にしようとし
ている。

②健康・安全を確保している。

共生

共生

（例）
・４時間目に運動実践につながる態度（共生）に
関する思考力、判断力、表現力等の学習内容を設
定、評価

↓
・その上で、７時間目に、学びに向かう力、人間
性等（共生）に関する学習内容を設定、評価

より効果的に資質・能力の育成が図られることを
ねらい、同じ内容（例では共生）を意図的に学習
内容に組み込むことも考えられる。

①



①実践発表について

②学習指導要領及び学習指導要領解説について
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学習指導要領はどのようにして改訂されるのか

学習指導要領改訂の大まかな流れ





1.学ぶ意義を見いだせず、主体的に学びに向かう
ことができていない子供が多くなっている

2.現行学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば

3.GIGAスクール構想による1人１台端末やクラウド
環境等のデジタル学習基盤の効果的な活用は
緒に就いたばかり

②顕在化している課題から、授業づくりを改めて問い直す



1．主体的に学びに向かうことができない子供の存在



体育を学ぶ意義とは？

Q．体育の授業を通して何を育てるのか？
体育の授業を通して、育成を目指す

（１）「知識及び技能」とは？
（２）「思考力、判断力、表現力」とは？
（３）「学びに向かう力、人間性」とは？

学習指導要領の「目標」「内容」を正しく理解して授業を
実践し、生徒の資質・能力を確実に育成することが重要

1．主体的に学びに向かうことができない子供の存在



2．学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば



2．学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば



2．学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ば

知識を基盤とした学習の充実

資質・能力の三つの柱をバランスよく育成



3．デジタル学習基盤の効果的な活用は緒に就いたばかり

デジタル学習基盤の効果的な活用

デジタルの力でリアルな学びを支える

「保健体育の授業を通して何を育てるのか」

ICTの活用が
・深い学びにつながっているか
・資質・能力の育成に効果的か



3．デジタル学習基盤の効果的な活用は緒に就いたばかり

デジタル学習基盤の効果的な活用

デジタルの力でリアルな学びを支える

運動の実践では、補助的手段として活用する
とともに、効果的なソフトやプログラムの活用
を図るなど、活動そのものの低下を招かないよ
う留意することが大切である。

（解説Ｐ２３９）

中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 保健体育編



御視聴ありがとうございました。


